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キャリア形成を支援する日本語の授業実践報告
阪 上 彩 子（国際学部）
要 旨
本稿は、関西学院大学国際学部において日本語上級話者対象に開講された聴解会
話クラスで行ったキャリア形成支援教育の実践報告である。
本クラスの受講生は英語ベースの留学生で、全員が日本での就職を希望している
わけではないため、ビジネス日本語教育ではなく、卒業後の進路を熟考するため
キャリア形成能力を向上することをコースの目標とした。コースの回として自分
の職業観について考えてもらうために、「カード de トークいるかも?!こんな社会
人」というワークショップを行った。
本稿では、現在の日本語教育におけるキャリア形成支援について述べ、ワーク
ショップの活動を含む授業の流れと内容を説明する。そして、ワークショップでの
受講生の反応を観察し、授業後の受講生の意見から実践活動を考察し、今後の課題
を述べる。
1. 日本語教育におけるキャリア形成支援
2008年に「留学生30万人計画」が発表されたが、これは、政府が「グローバル戦略」を展開す
る一環として、2020年を目途に30万人の留学生受入れを目指すものである。日本留学を円滑化す
ることで、大学等の教育研究の国際競争力を高め、優れた留学生を戦略的に獲得しようとしてい
る。2017年12月の調査では留学生数が267,042人となり、30万人に近づいてきている。その影響
を受けてか、企業による就職活動セミナーも留学生を対象としたものも開催されるようになっ
た。しかし実際は留学生の日本企業等への就職状況を見ると、2016年に就職を目的として行われ
た在留資格変更許可数は19,435人と、留学生総数の割も満たない。日本商工会議所によると、
「日本で就労を希望する留学生は割であるが、実際に就職している者は割程度である」と報
告されている。その理由は、留学生が日本の就職活動制度について知らない、日本企業の求める
日本語力が高いなどで、そのため留学生の日本での就職を増加させるためには、留学ステージに
応じたよりきめ細かな対応を早急に実施することを要望として挙げている。「留学ステージに応
じたよりきめ細かな対応」というのは、日本語ベースか英語ベースか、国費か私費留学生か、学
部生か大学院生かなどに即した対応が必要だということだろう。英語ベースの私費留学生につい
ていえば、規制改革推進会議保育・雇用ワーキング・グループ（2018）では「日頃の生活で就職
活動や仕事の情報がなかなか入ってこないため、就職活動の動き出しが遅くなったり、要領を得
なかったりする傾向にある」とある。
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そこで、章では日本語教育におけるキャリア形成支援を理解するために、1.1でビジネス向
けの日本語教材についてまとめ、1.2で留学生対象のキャリア形成支援の授業を実践した先行研
究をまとめる。
1. 1 ビジネス向けの日本語教材
2010年以前は日本企業で働いている人のための日本語教材が多かったが、現在は就職支援のた
めの留学生のための日本語教材も増えている。中井他（2018）でも「90年代以前の教材は主に英
語母語話者ビジネスパーソン対象であったが、2000年代以降は中国語母語話者などへも拡大し、
メールの書き方などの項目が増えた。2010年代以降は、学生の就業支援としてのビジネス教材が
増えてきた。また、ビジネス会話の表現から、仕事をするための態度、考え方、問題発見解決能
力などの養成へと目的が変化している。」と述べられている。
2010年以降に発売されたビジネス日本語教材を時系列に表に示す。
一般の日本語教材であれば、ある教科書の初級版が出版され、その後中級版が発売されること
が多いのだが（あるいは中級版から上級版）、ビジネス教材に限っては、F場他（2017）の教材
リストと上記の表を参照すると、上級教材がまず発売され、その続編として中級教材が出され
ることが多いようだ。80％の企業が、留学生に日本語力を中級レベル以上求める（規制改革推進
会議 保育・雇用ワーキング・グループ（2018））とあり、日本語教材として中級の教材を豊富に
Aえる必要性があることが分かる。
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ビジネス現場
教科書名、出版社名 場面
中級2018
初級2018
レベル
中級2017
中級2016
表 2010年以降に発売されたビジネス日本語教材
『中級レベル ロールプレイで学ぶビジネス日本語―就活
から入社まで―』 スリーエーネットワーク
就職活動、
ビジネス現場
『しごとの日本語 FOR BEGINNERS 会話編』アルク ビジネス現場
『マンガで体験！にっぽんのカイシャ 〜ビジネス日本語
を実践する〜』日本漢字能力検定協会
ビジネス現場
『人を動かす！実戦ビジネス日本語会話』スリーエー
ネットワーク
ビジネス現場
『中級から伸ばす ビジネスケースで学ぶ日本語』The
Japan Times
一般向け
『ビジネスコミュニケーションのためのケース学習 職
場のダイバーシティで学び合う【教材編】』ココ出版
ビジネス現場
『課題達成のプロセスで学ぶビジネスコミュニケーショ
ン』アプリコット出版
就職活動、
ビジネス現場
『ロールプレイで学ぶビジネス日本語 グローバル企業
でのキャリア構築をめざして』スリーエーネットワーク
中級2012
就職活動、
ビジネス現場
上級2012
『伸ばす！就活能力・ビジネス日本語力』 国書刊行会上級2018
中級2014
上級2013
出版年
1. 2 留学生対象のキャリア形成支援の研究
留学生対象のキャリア形成支援というと、ビジネス日本語クラスがあるが、これは主に日本の
企業で働くためのビジネスマナーや敬語などビジネス日本語能力の養成に焦点を置いている。
「ビジネス日本語」という科目名で日本語クラスを提供している大学が多いと見受けられるが、
昨今立命館アジア太平洋大学をはじめとして「キャリア日本語」という科目を提供している大学
も多くなっている。立命館アジア太平洋大学の場合、自分の国に戻って就職する留学生も多くお
り、その学生でも受講できる科目となると、日本での就職を念頭においたビジネス日本語よりも
将来のキャリアプランや職業選択を学ぶ「キャリア日本語」のほうがふさわしいのだろう。関西
学院大学国際学部の英語ベースのコースも立命館アジア太平洋大学に近い。
キャリア形成に関する先行研究には、栁田（2010）、西田（2011）、金庭他（2013）、トンプソ
ン（2017）などあるが、自己分析や模擬面接などの日本での就職活動に結びつくものが多い。一
方、日本での就職を考えない学習者のニーズにも対応しているのはあまり見つからず、栁田
（2010）とトンプソン（2017）があった。
栁田（2010）は、学部留学生を対象にキャリアデザインの視点を取り入れ、学生の「学ぶこと」
に対する自己認識と将来設計を意識した活動を行うとともに、他者（聞き手）を意識したアカデ
ミック・コミュニケーション・スキル向上を目指した活動を行った。その結果、自分の専攻分野
に対する理解を深めただけでなく、他分野への興味を持つようになり、自己認識や自己拡大が図
れたことを報告している。トンプソン（2017）は、早稲田大学の留学生上級レベルを対象に長期
的なキャリア形成を視野に入れた日本語教育の実践を行っており、その結果、受講生自身の人生
とリンクさせ、グローバル化社会で生きる展望を具体的に見出しているとのことである。
しかし、自分の職業観について考えさせるキャリア形成支援の授業報告は管見では見つからな
い。そこで本稿は、留学生対象に職業観を意識させるワークショップを行い、キャリア形成を支
援する日本語授業を実践し、その報告を行うことにする。
2. 授業の概要
本実践を行ったのは、関西学院大学国際学部にて JAPANESE（LS）として開講されている日
本語上級会話聴解クラスである。受講生は	名で、日本語のレベルは CEFRの Bから Bレ
ベルだった。このクラスは90分授業、週回、14週のコースであり、コースのスケジュールは表
のとおりである。
このクラスの受講生は、英語話者コースに所属しており、全員が日本での就職を希望している
わけではない。そこで、このクラスでは日本企業で働くためのビジネス文化や知識を理解するこ
とではなく、日本語能力とともに、キャリアデザイン能力の向上を目指している。つまり、キャ
リアデザインを念頭に、「問題発見解決能力」や「批判的思考力」を育成することを目的とした
授業を行った。卒業後の進路を深く考えるため、将来のデザイン形成に役に立つ授業を行うよう
努めた。
例えば受講生は企業分析や業種や職種について調査を行ったり、また日本の社会問題について
発表したりした。日本での就職を考慮していなくても、毎日目にしている企業について分析し、
競合企業と比較することは、卒業後海外で就職活動をする際にも必要な技術だと考える。またの
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ちに日本での就職も視野に入れる場合、動き出しが遅くならないためである。
コースの最後に「私の人生ゲーム」を作り、自分の卒業後のビジョンを熟慮することを目標と
している。そこまでに、日本の第一線で活躍する人を紹介するビデオ「プロフェッショナル」を
視聴し、ある分野のプロの仕事ぶりや仕事の信念を理解したり、池上彰さんの講演を聞いたりし
て、将来のデザインを考えてもらった。そしてコース後半の回として、自分の職業観について
考え、日本企業で働く社会人について理解する機会をとるため、舘野・中原（2016）『アクティ
ブトランジション』の「カード de トークいるかも?!こんな社会人」というワークショップを行っ
た。章で、ワークショップについて詳しく説明する。
3. ワークショップの内容と流れ
3. 1 ワークショップの内容
本稿で取り上げたワークショップが記載されている『アクティブトランジション』であるが、
まずこの「アクティブトランジション」の意味を紹介する。（）教育機関を終え、仕事をしは
じめようとしている人々が、働きはじめる前に、仕事や組織のリアルをアクティブに体感し、働
くことへの準備をなすこと、その結果として、（）教育機関から仕事領域への円滑な移行(トラ
ンジション)を果たすこととある（舘野・中原 2016）。
今回行った「カード de トークいるかも?!こんな社会人」というワークショップは、社会人の
生の声をもとに作成された「社会人カード」を使って、自分と一緒に働きたくない人、働きたい
人を選び、その理由を語り合うことによって、これから働くうえで大切にしたい職業観に気づく
というものである。
このワークショップは留学生対象に考案されたワークショップではないが、「日本語教育の分
野外だからこそ、新たな視点を提供できる可能性がある。」と舘野（2017）が述べるように、自
分の職業観を考えてもらうためには適切であり、日本の会社での人間関係が理解できると判断
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オリエンテーション
21
17〜20
16
14〜15
表 コースのスケジュール（28回）
24〜25
ワークショップ
期末試験
『プロフェッショナル 仕事の流儀』視聴
26
人生ゲームについて
「私の人生ゲーム」実施
池上彰さん講演視聴とその感想
27
日本の社会問題について
フィードバック
『プロフェッショナル 仕事の流儀』視聴
28
企業研究
業種研究
〜
職業観について
〜
22〜23
「私の人生ゲーム」作成
12〜13
	〜11

し、コースの回、時間をとって実施することとした。
3. 2 ワークショップの流れ
「カード de トークいるかも?!こんな社会人」というワークショップは、コースの21回目に行っ
た。ワークショップは表のようなタイムラインで行うと紹介されている。
本来このワークショップ対象者は、就職活動を終えた人たちであるため、最初に社会人との出
会いを振り返る時間がある。今回の受講生は、日本語非母語話者で学部年生と年生であるた
め、就職活動を体験していない。そこで、以下のとおりタイムラインをアレンジして実践した。
実際の授業では、社会人との出会いの振り返りの活動は省き、その時間には、「割り切り」「お
稽古」などの語彙が難しく、カードを理解するのに時間がかかると教師が判断し、リスト化した
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25
分
 つくってみよう「未来の自分カード」
『アクティブトランジション―働くためのウォーミングアップ』p. 60抜粋
25
分
表 ワークショップのタイムライン（90分）
【説明】未来の自分カード配布作成指示
【個人ワーク】未来の自分カード作成
【グループワーク】未来の自分カード作成
【クラス共有】「未来の自分のカード」全体共有
【研究知見の紹介・チェックアウト】
【個人ワーク】個人ワークの指示、カード枚選んで理由をメモする
【グループワーク】グループワークの指示、各自選んだカードをグループで共有
【クラス共有】カードへのコメント事例紹介、カード de トーク・の感想をクラス全体で共有
【活動の説明】社会人カードの配布、準備指示
【個人ワーク】個人ワークの指示、カード枚選んで理由をメモする
【グループワーク】グループワークの指示、各自選んだカードをグループで共有
【イントロダクション】ワークショップの目的と流れを説明
【グループワーク】自己紹介、社会人との出会いの振り返り、全体共有
 カード de トーク「一緒に働くのをためらうのは？」
18
分
 カード de トーク「一緒に働きたいのは？」
22
分
 社会人との出会いを振り返ろう
15
分
【課題】自分の職業観に関する作文、未来の自分カードについての作文
25
分
表 実際のタイムライン（90分）
【説明】未来の自分カード配布作成指示
【個人ワーク】カードの共通点から自分の職業観を考え、未来の自分カード作成
【グループワーク】未来の自分カード作成、共有
【個人ワーク】個人ワークの指示、一緒に働きたい人のカード枚選んで理由を付箋紙にメモする
【グループワーク】グループワークの指示、各自選んだカードをグループで共有
【クラス共有】カードへのコメント事例紹介、カード de トーク・の感想をクラス全体で共有
【イントロダクション】予習した語彙の確認
ワークショップの目的と流れを説明
【活動の説明】社会人カードの配布、準備指示
【個人ワーク】個人ワークの指示、一緒に働きたくない人のカード枚選んで理由を付箋紙にメモ
する
【グループワーク】グループワークの指示、各自選んだカードをグループで共有
【予習】カードの中に出てくる難易度が高い語彙をリスト化し、その語彙を予習として調べてくる
40
分
語彙を調べてくることを予習とし、語彙の意味の確認を行った。
また、カードの読解に時間がかかるため、最初の個人ワークと共有に多くの時間を費やした。
今回の授業では、日本企業における社会人を知り、特に「仕事に対して色々な働き方の価値観
があること」を理解してもらうことを念頭にワークショップを行った。
4. 総合的考察
4. 1 ワークショップ中の受講生の反応
ワークショップについて最初は緊張しつつも、興味深そうに取り組んでいた。受講生自身で進
めていってほしかったのだが、進行がなかなかうまくいかず、自分の意見をそれぞれ言い合って
いたので、ファシリテータである著者が意見を求めたり質問したりして司会を引き受けた。
「社会人カード」には、理不尽なこともあるけど仕事をさっさと進めようよという「忍さん」、
自分の会社が大好きだという「我が社さん」など11枚ある。
まず、一緒に働きたくない人については、「先生、こんな人本当にいるの？」「一緒に働きたい
人なんていない」などの意見が多く出た。一緒に働きたくない人をつに絞ることができなかっ
た受講生もいた。
選ばれたカードは、残業は当たり前だという「不夜城さん」や過去の栄光にこだわる「過去の
栄光さん」が多かった。日本の残業問題や過労死の問題を意識する受講生が「不夜城さん」を選
ぶのは理解できる。また自分を卑下する「私なんてさん」とも働きたくないという意見も見られ
た。これは、日本人のクラスメートが自分に自信を持たず、卑下している人が多いという印象を
持ったからだという。
次に、一緒に働きたいという意見が多かったのは、「ビッグさん」である。「ビッグさん」とは、
社会を変えたいという大きな目標は持っているものの、具体的に始めていない人のことである。
このカードを選んだ受講生は、目標を持たずに働いている日本人が多いと感じるが、この人は目
標をもって働いているのだからいいとのことである。また、定時退社して習い事にいそしむ「お
ケイコさん」を選んだ受講生も多かった。これは退社してからも、何かを習得しようとしている
のは偉いということだ。
これらについては、日本で受け止められるカードの人物像のイメージが湧かないからであった
ようだ。「おケイコさん」は会社のことを重視せず、定時上がりで残業をしてくれないというイ
メージは考えていなかったようで、説明を補うべきであった。
その後これらのワークの感想をクラスで共有したが、「こんな人がいるところは嫌だ」「だから
日本企業では働きたくない」などと日本企業への不信感が強くなってしまい、文化や個々による
価値観の違いに気が付くディスカッションには至らなかった。
最後に、職業観について振り返り、卒業して年たった自分についての、「未来の自分カード」
を書いてもらった。受講生からは「お金が大事」さんや「毎日楽しい仕事をしたい」さんや「後
悔しない」さんや「ゴールが大切」さんなどのアイディアが出てきた。「毎日楽しい仕事をした
い」さんは、その仕事をして毎日楽しく思っており、会社の同僚も私と働けてよかったと思う人
になっているとのことだった。また「後悔しない」さんは、自分が今している仕事を将来も続け
たいか、入って後悔していないかなどを自分自身に問いかけていた。
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このまとめのディスカッションで、本当は受講生それぞれが異なる価値観を持っていることに
気がついてほしかったのだが、自分の意見をとりあえず言って終わってしまった。 このワーク
ショップを自分自身でも受講したことがある著者は、グループ内で絶対働きたくないと思った
カードを一緒に働きたい人と選んだ人がいることについて本当に驚いた体験がある。そして同じ
日本人だとしても、職業観については人それぞれだと気づいた。その経験を受講生とも共有した
かったのだが、生まれも育ちも環境が異なる留学生同士であるため、様々な価値観を持っている
ことはすでに理解しているからなのかもしれない。または自分の意見に集中しすぎていて、相手
の意見に耳を傾けることが少なかったように思う。そう思うと、役割分担として最初から司会
役、書記役などと振り分けておいたほうがよかったのかもしれない。また時間も15分で、「未来
カード」も作成し、自分の職業観について振り返るのには短かった。そのため簡単な意見しか得
られなかったのかもしれない。
深く考えて、視野を広げてもらうためにも、職業観についての作文を書くことを宿題としたが、
様々な価値観に気づくためには話し合いの時間を増やすべきだった。
4. 2 ワークショップ後の受講生の意見
授業後に提出された「私の職業観」という作文では、（)〜(）の意見が見られた。一部を
抜粋して紹介する。
（） 自分はチームワークを大切にしているが、細かいことは気にしていない。それが日本人
と違うところだと思う。文化や生活習慣で私と日本人の職業観は同じ点と違う点がある
と思う。どちらがいいとはいえない。
（） 私は仕事に責任と誇りをもって毎日取り組んでいる。時間に対する考え方や給料の出来
高制が日本と海外と異なるが、仕事の考えは様々だ。
（） 仕事より自分の日常生活の方が大切だと思うため優先した。日本人は仕事を中心にして
生きているが、自分の職業観は自分の気持ち、健康、精神などを優先して生きている。
（）から（）を見ると、自分の職業観について述べた後、日本人と職業観が「違う点がある」
「様々だ」と受講生たちは答えている。環境が異なると価値観が異なるということはもうすでに
理解しているようで、日本との違いを強調しているようにも見える。
そうだとすれば、この受講生たちが職業観の多様性に気づくこのワークショップは意味がな
かったのだろうか。ワークショップの最後に、未来カードを作成し、自分の職業観について振り
返りながら熟考できたことを考えると、そうとは言えない。
ただ、自分の意見を意識するあまり、ほかの受講生の意見を聞いて、どう違うかを考えること
が少なかったようなので、ディスカッションの時間を前に取り入れて、相手の意見を聞く授業を
行う必要があった。また日本企業への不信感を抱いてしまったようなので、日本企業における社
会人を理解するためには、カードゲームよりも先に、日本企業で働く留学生のケーススタディを
読んで、どのような対処法を用いるべきかディスカッションをしたり、グローバル化が進んでい
る企業のドキュメンタリーを見たりすることで、日本企業の多様性に気づかせたほうがよかった
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かもしれない。または華々しく第一線で活躍している『プロフェッショナル』ではなく、日常的
に出会う可能性がある社会人についてのドキュメンタリーを見たりする授業を行ったほうが効果
的だったかもしれない。
5. まとめと今後の課題
以上、関西学院大学国際学部の日本語上級話者対象に開講された聴解会話クラスにおいて、日
本企業で働く社会人を知り、自分の職業観について振り返ることで、「価値観の多様性を知る」
ことを目的としたキャリア形成支援教育の実践の報告を行った。現在、日本語教育も日本企業で
のビジネス日本語教育から、キャリアを支援する教育にも広がってきており、このような留学生
対象のキャリア形成支援の授業実践が増えると思われる。
本稿では、自分の職業観の振り返りに焦点をおいたため、コース中の回に実施した「カード
de トークいるかも?!こんな社会人」というワークショップの報告を主に行った。その結果、以
下のことが明らかになった。
（） 受講生はワークショップを通して自分の職業観の振り返りはできた
（） 受講生は価値観の多様性についてすでに理解しているからか、気づきは少なかった
（） ワークショップを通して、日本企業への理解はできたが、反対に不信感を抱かせた
そして、このワークショップをよりよいものにするためには、次の点について気を付けたい。
（） ディスカッション時に、ほかの受講生の意見を聞いて十分に理解するために、役割分担
を行って、前もって日本語のディスカッションの練習が必要である
（） ほかの受講生と意見を共有して、価値観の多様性を知るためには、十分なまとめの時間
が必要である
（） 日本企業で働く社会人について理解するためには、カードゲームの前に、ケーススタ
ディを読んだり日常的に出会う可能性がある社会人についてのドキュメンタリーを見た
りしたほうがいい
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